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日立制御用計算機HIDtCシリーズ
The ControIComputer HIDIC Series
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Il 緒 言

計算制御の適用は年々拡大の一一途をたどっており,それに

伴い制御用計算機の応絹形態に変化をもたらしている0 図1

は制御内容の変化と､そこから袖山される慌能ニーズについ

てホすものである｡

まず,制御内容の変化については,

(1)従来はプロセスの監視,制御を主体としたプラントオリ

エンテッドなアプリケーション,換言すれば,マス,エネル

ギ】制御が主たるものであった｡

(2)現時∴与では(1)のほかに,生産管理,物流,系統の連用な

ど,単にプラントオリエンテ‥ノドな制御以外に,馴御の対象

をさらに広くとらえてオンラインリアルタイムで処月ける情

報制御へと拡大し,制御内容の多様化,規校の大形化,地域

的な広域化を招いていると言えよう｡

制御内容の多様化は必然的にシステムの分化を生じ,当然

校数計算機による業務レベルの分担を行なうシステム柑戊法

がとられることになる｡

上位制御用計算機･…

■‾F位制御用計算機･…

すなわち,
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末端のサブシステムの制御一マス･

エネルギー制御

市場の動向

森田和夫*

川崎 淳**

川本幸雄***

平井浩二*

∬αZ?〟)〟0γJJα

J〟陀 ∬α抑α5α鬼才

yⅣ丘～0 〟α〃フαmO亡0

∬∂ノ/〃Jγα/

となろう｡

二のような変化により,当然計算機システムないしは馴御

乳汁算機に新しい機能と件能とが要‾求されよう｡- 図lにホす

ように,上位機柿では,

(1)人品の情事艮を扱うため,プロセス制御では必要なかった

大苓呈の情報制御概能→高速なファイルとのデータ転送

(2)上記にイトフて,単位時間により大量の什ヰ仁をさばくため

の処碓′性の向上→負荷分1別制御(ロードシェア構成),メイン

メモリ苓量の拡大

(3)r二位あるいは‾卜付二計算機とオンラインでl清純を†ム送する

ための通†三傑能→デrタi_削話

(4)オンラインであるために下位計算機(プロセス制御)と

同様に要求されるイ三頼性の確保→高信相性システム桃成(デ

ュアル,デュプレックス構成など),RAS(Reliability,Ara卜

1ability,Sericeability)技術

また,下位計算機では,

(1)オンラインリアルタイムであるために要求される応答性

(計算機に要求があってから出力するまでの時日与】)の向上→

OS(Operating System)処胡!時間の知縮

機能ニース 計算横技術
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図l計算制御市場の動向と対応技術 計算制御市場の拡大に伴い.計算制御システムの適用形態は

上位の情報制御と下位のマス･エネルギー制御とに分化L･そこから新Lいニーズが生まれてきているo
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(2)上位計算桟あるいは散在する端末概器との情靴授受を行

なう通信機能→多頚通信

(3)プラントの運転と直結しているた糾二必要とされる†∴軒i

性,すなわち長MTBF(Mean Ti江Ie Betw｡en Failure:

,‾､ド均放障…肩)と州カナータの高信栢化
などである｡

以上の機能ニーズを満たし,経柄的に提供Lうるよう設計

製作した制御用計算機がHIDICシリーズである｡

向 日立制御用計算機の体系

HIDICシリーズでは､機能に見合った経摂的なシステムを

提供するという観点から,HIDIC700,同500,同350､同150と

大形から小形まで4機椎をそろえている｡以下,シリーズ化

を阿るうえでの井本的な考え方につし､て述べる｡

2･lシリーズ内各機種間の統一思想

制御用ということから,本官加勺にオンラインリアルタイム

の処理が前提となる｡ニのため,プロセス入出力装置,オペ

レータコンソールなどの機器が必要となる.とともに,実臥抑り

応答性の良いことが要求される｡また,1rT24日即椚木みなく

連続様(か)動させるため高信頼性であることが必要である｡

このような基本的要件とともに,以下に述べる考え方をシリ

ーズ内共通の思想とLている｡

(1)命令体系の統･一一

各機柿の命令フォーマットを同･とし,穐顆は表1に示す

ように上位機椎に｢fqカ､って丘授性を持たせた｡ニれにより,

70ログラミング,和互のりンケ【ジ,拡張さらには保守など

における作業を統一-的に取り拭うことができる｡

(2)入出力インタフェ一子の統･一

存挿入出力装置を機柿間で柑互に利用しうるように,入出

力インタフェースを同一一にする｡

(3)モジュール化

コアメモリ,チャネル,その他各椎オプション機構をモジ

ュール化し､プリント基枇をそう入するだけで容易に付加で

きるようにし,拡張性および相設性の向上を図る｡

(4)保全性の向l二

MSl(MediuⅢ-ScaleIntegrated Circuit:中規模集積

lロ柑各),広温度幅のコアメモリなどの採用によリMTBFの向

表I H旧ICシリーズの命令体系

て命令の互換性を持たせてある｡

HIDICシリーズは,上位に向かっ

TabIell=St｢uCtio=Repertory
of H旧IC Series

l

命令の種菜頁
HIDIC

700

HIDIC

500

HIDIC

350

HIDIC

150
l

ll語転送･l語演算･■語シフト･分 ⊂)

l
(⊃ Cノ 〉

岐入出力,停止

2
2語転送,2語演算,乗除許,Z語シ

△

l

△ ∠ゝ

■

//‾1

フト
しノ

3 比重交,インデックス転送 C) △

4 フローティング演算 △ △

r

5 構成制御 どゝ

【 l
注ニロ=標 準 BAM(Ba引C Arithmelic Module)

△=オプション EAM(Extended Ar■thmet■C Mod山e)
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卜をr文1ってし､るか,さいニメモリプロテクション,その他終

純子エッグ概弧 与●･と瑞‖､fのステータス才之ホなどを九っ三させ,

【t馴J;モのJil一期ヲ己比と子江l口帖‖りの如縦をトズ1る｡
2.2 シリーズの体系化

2･1で述べた統一-′虹愁のともに,HIDIC700,同500,同350,

卜fJ150の4機仰がどのように休系化されているか,以卜に述

/ヾる｡

小形機柿HIDIC150は維捌1三,んし捌･′卜に巾山を-ii√こき,コン

パクトなマス･エネルギーー制御あるいはハイアラキシステム

の‾卜仏汁与ラニ機の分野に過LたモデルとL,-一方,人形のHIDIC

700は応捌乍よりも,処押什にウエ【トをi;′こき,応川形態も

怖肘別御あるいはハイアラキシステムのH.ンニ.汁榊至覧などの分

野に適†干する慌椰とLた｡二の2梓帥取の小川領城をカバーす

る機柿としてHIDIC350､トリ500を位吊付けL,これJ〕4機帥

により小形から大形まで,適川規他 機能など叫生続作をり三

税Lたしつ 図2はおもな作能巾からの比較,体系化の1ノ1芥をホ

すものである〔,

田 二重系構成

制御用計算機システムは,姑近の技術進射二より,投資綿/

システム機能が′トさくなってきており,一方,利用方法は

複雑化,大規模化してゆくため,特に人形システムで∴巾系

を積極的に採用される1も道にある｡このため,HIDICシりM

項 目

入出力スループット

100

50

0

100

H】D】C HIDIC 川DIC HID】C

700 500 350. 150

処

理

性

入出力の同時処朝巨力
50

0

100

演算速度

(G】BS ON MIX) 50

0

100

メ モリ 容量
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0

100

通信制御回線数
50

0

100

応 命令速度

答 (OSMtX) 50

性
0

100

0Sオーバヘッド
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0

図2 H旧ICシリーズの性能比較 大形のH旧IC700は処理性,小形

のH旧IC150は応答性に重点を置いて機能を設定Lている｡

Fig.2 Facility of the HIDIC Series
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計算機1===計算横2
h r+

比較照合

制 御 対 象

(a)デュアルシステム

計算樅1:ごニ;計算機2

鞍
制 御 対 象

(b)デュプレックスシステム

図3 二重系構成の基本形 二重系構成には,信頼性の向上を目的とするデュアル,デュプレックス,

処理性の向上が員的のロードシェアシステムの3基本形がある｡

Fig･3 TypicalCo=fi9=｢ation o†Tvvo Comp=te｢Systems

ズの1‾-,人形機柑では,二れらニーズにこたえるべく,l.で

触れたように,処理性からの負荷分割制御､イ三三相性からの∴

英系構成といわゆる_二屯系システムをナナ刀川勺に桃成できるよ

う円己摩した｡)

∴市系の各方∫(は,

(a)システムの様上靴率

(b)システムの仁子根性

(c)システムの処増作

(d)フェイル セーフ作

(e)処雌の連続件

のウエートの置き方で三拝氏づけられる｡図3は‾‾■_苺系桃成の

鵜本形をホすものである｡

(1)†i引¥"a)は2台の計算機が｢i‾i=ニオンラインの処理を実行し,

その結果を照†ナLて信号を州力する方∫〔で,FullDualSys-

tem と呼ぶ｡ここで､山力を照子㌢するためには,利1在の動き

の何期を耳丈りながら進める必要があり,処理件の低下を招く｡1

アプリケーションによっては,とil力を貝てi†ナせず単に切授の時

仰のみを高速にする【1的で,平行処理を行なわせる変形方式

があり,二れを非同期という点昧で,Asynchronous､Dual

System と呼ぶ｡

Duplex System

SSO耳

OT

Extended Duplex Sysモe

D=alSystem

Asynohron8uS

飢a】Syst¢m

ゝ｡ノ～､咋′か∧.ぺ､､-くト.,′ノゞ

Hll⊃lGlさO

HIローe350

HIDIC500

HIDIC700

P8rf.¢r.man()8

計算機-=計算機2

111l
制 御 対 象

(G)pTドシェアシステム

(2)同同(b)は2子iの計算機のうち,主系17とiがオンライン処

稚を行ない,従系の1台はオフライン処押あるいは主系の放

lう･･きに伯えて待機している方式である｡いま,ニト系古訓抑寺,従

系(待機系)に情報を格し,従系をビルドアップする必要が

ある｡この方法に,磁1くドラムなどのバックアップメモリを

経由するブナ∫℃(Stand占rd Duplex System)と,切換時r川を

如くするため,メインメモリを経巾する方式(Extended Du-

plex System)の2方式がある｡

(3)トりト司(c)は2佃の棋界装苫を持つマルチプロセッサ(Multi

Processor)と同様に考えられ,オンラインの負荷が多くか

かるときには分子11しあい,負荷が少ないときにはデュプレッ

クスシステムと同様な処月ミ方式をとる｡

以_f二のほか,(1)と(3)の組合せ方式(PartialDualSystem)

あるし､は,(2)と(3)の組付せ方式(Loadshare Duplex System)

などの発展形態がより効率的なシステムとなる｡図4はこれ

らの関係をまとめて示したものである｡HIDICシリ【ズでは,

小形のHIDIC150は一一重系のみとL,HIDIC 350は伝来馴ナ=二

市点を置き,経済性との見†ナいからデュアルシステムにとど

め,川貞次大形になるに従いデュプレックス､ロードシェアな

どのシステムをもサポートするようにした｡

燃

StandardDuplex System

H‖コIO50

H】D.t.C.7.0

Fuli Dua‡

System

HIDlO350

HIDIC7¢0

Perf()rman¢e

Rellab州y

SSOT

P(汀fQr印a.nO母

図4 二重系システムの相互間係 HIDICシリーズでは,経済性を加味しHIDIC350ではデュアルを.

順次大形になるに従いデュプレックス,ロードシェアをもサポートするようにLた｡

Fig.4 Co-｢elation of Two Compute｢Systems

LoadshareDup‡9XSyste

Availabi=ty

LoadshareSyst帥 き 旨冒…思a｢e

恥tiabi】ity

ParてialDua】

System

)王:

SSOT=

System Switch

Over Time
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｢奉と3 ｢重態エ2†丁義郎

8PU

■‾●T｢

PIO

AI,OJ,ADO

トーI
プロセス

TW

H唱h Speed Memo｢y

Programablelnp=t O=tPUt P｢ocesso｢

Commu山cation Li=kage Controller-mU仙channel

工OP

て7‾妄｢｢∋‾丁二二二｢7古‾

図5 HIDIC了00システム構成 HIDIC-700はマルチプロセッサ

+---･･-150kW/s 768k語

10P
-l[Put

Outp=t P｢ocess()｢

BPリ ーBasic
Processing Un■t

PJO P｢ocesslnput Output

タイプのハードウェア構成とL,メ

モリのパンク分けをLているため,相互干渉なLに各プロセッサが動作Lうる｡

Fi9･5 Co=fi9u｢atio=Of H-700System

田 HIDIC各機種の特長と構成

待機稚の特上主とハ【ドゥェア柿成について概要を述べる｡

4.1 HIDIC 700

HIDIC 700は.

(1)ディスク,DMS(Data Management System)による

人容量オンラインファイル処珊

(2)多売過信制御装置による広域システムの実現

(3)∴弔系計算機と∴市系OSによるデュアル,デュプレッ

クス､ロードシェア各システムの実現

などがぶもな前眼∴‡であり,図5はそのイ滞戊を示すもグ)であ

る｡椛成上のおもな特上主は次のとおりである｡

(1)満速人山カブロセ･ソサりOP),多市処押入州カブロセリ

十ト(PIOPあるいはCLC-M)を演算プロセッサ(BPU)と

∴才山ンニに設け,かつメモリ ぐHSM)を32k話中位にバンク

分けする-二とにより,入出力処押と演算処揮とを柑‾7上干渉な

い二遂行できるように配慮Lた｡

(2)BPUは浮動′ト数ノ.子演算,その他のオプション機能によ

り,演算処王朗巨力の充実を図った｡

(3)IOPは1.5MByte/sの高速転送能力をもち,さらに,マ

イクロプログラム制御方⊥じを採用することによりHIDICイン

タフェースのほか､HITACHIComputer 8000 Seriesイン

タフェMスをサボ【卜でき,多様なf.【キ成を可能にしたノ

(4)PIOPは専用HSMを内蔵したプログラム制御方式の入山

カブロセリサで,汎用性,拡張性に留意した｡処群能力は,

過信処理 48,000bits/s,IO処月t 3k語/s､何時処坪数は

通信山J線126[司線,IOは33子丁である｡

(5) 二幸系構成は自了J述の7柁類を標準としてサボ【卜し,高

信束削空,高処理性を必要とする多様なアプリケーションにこ

たえうる｡

HIDIC700こ拉小構成:HSM(32k語)×1十BPUxI

HIDIC 700殻大柿成:HSMX4十BPUx2＋

(IOP or PIOP)×4
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区】6 HIDIC 700 CPU

のHIDIC 700 CPUである｡

Fig.6 H-700 CPU

写真は,BPUXlトHSMX2＋10PXl構成

4.2 HIDIC 500

HIDIC500はHIDIC700(7)BPUとHSMを一体化した集

中丁別御形式とし,

(1)経済的な中規模情報処理システム

(2)∴轟糸OSによるStandard Duplexシステム

などをねらいとしている｡HIDIC500の偶成は図7に示すよ
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注:漫基本構成
付加棟能

(オプション)

BAM=BasIC ArithmetlC Module

EAM=∴Extended Ariモhmetic Module

TK 二=Trunk

入出力
装 置

妾出歪⊥
妾出歪

′

+ _

入出力
装 置

入出力
装 置

入出プコ
装 置

TKl

TK2

TK3

TK4

TK5

TK6

TK7

会長歪 1｢‾TK8
入出:わ

.装
置

最大32K語

増 設
HSM

班滑･一一

クサ
レ

EAM-1

EAM-ⅠI

EAM-Ⅰロ

メモIjプロテクション

アドレスチキック

KO

セレクタチャネル

CPU

入出力
装.置

図了 卜11DIC500の構成 H旧IC500はHIDIC700のBPUとHSMを一体化Lた集中形式とし,各種オプシ

ョン機能により幅広い分野に最適なシステムを提供できる｡

Fig･7 Co=fig=ratio=Of H-500System

うに,

(1)乗除算(EAM-Ⅰ),浮動小数点演算(EAM

-IlI)などのオプション機能により,HIDIC
700 BPUと同等まで演算処理能力を高める

ことができる｡

(2)中高速人パー1力装置の多重処理を実現する

ため､マルチプレクサチャネルをオプション

として装イ箱できる｡

(3)BPUとHSMを一体化することにより,

実効HSMサイクルタイムをHIDIC700より

20%向上させ,応答時間の知縮を図った｡

(4)各オプション機能を細分化し,個々に対

応してモジュール化することにより,某本構

成からJ泣人構成まで幅広いアプリケ【ション

に対し最適なシステムを提供できる｡

などの特長を備えている｡

4.3 HIDIC 350

HIDIC350は一一重系および二重系の二つの

構成形態を持ち,

(1)高度なマス･エネルギー制御システム

(2)アベイラビリティ(Availability)および

出力データの高信栢化を目ざしたデュアルシ

ステム

(3)多重通信制御機能による端末制御,デー

タ‾交換システム

の実現を日ぎした｡図8はHIDIC350二重系

構成の例であるが,おもな特長は,

(1)BPUレジスタに汎用レジスタ方Jてを採

用することにより,インデックスレジスタな

どをIC化し,O Sに多く使われるインデッ

クス修飾命令の実行時間を短縮し,応答性の

改善を図った｡

(2)二蚕糸構成では,和互にHSMの参照,

書き変えが可能なメモリシェア方式を採用し,
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回8 H旧IC350テざユアル構成例 H旧IC350のデュアル構成では,メモリシェア方式

を採用しているため,片系故障復旧時の二重系への移行は,オンライン処理に影響を与えない｡

Fi9･8 D=a】Co=fig=｢atio=Of H-350System
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Fig.9 H-350 CPU

鮎

HIDIC 350 CPUの基本構成である｡

片系故障修復後,デュアルに格行する場合のオンライン処理

への干渉をなく Lている｡

(3)汎用性を持たせると同時に高い多重処利生を持った通信

制御システムを実現するため,CPUに通信制御専用の割込
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図10 HIDIC150の構成 =■D-C-50はコンパクトなシステムを提供す

ることを前提に,機能,規模を必要十分な範囲としている｡

Fjg･10 Co=fig=ratio=Of H-150System
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HIDIC150はコンパクトネスがその主眼である｡

みレベルを設け,柵文処珊,誤り制御などキャラクタ椛成以

降をプログラムで処押する方士〔とした｡

などである｡

4.4 HIDIC150

HIDIC150は･コンパクトシステムの提供を阿ったもので,

そのおもな開発思想は,

(1)コンパクトなシステムを前提に,機能,規校を必要十分

な範囲とL,部品.た数の縮減を図り,絶柳生,イi瀬件のIrり_卜

を[司った｡

(2)cpuはHIDIC350をべ一スに高速性,使いやすさを残

しつつ小形化を図った｡

(3)入出力装置の接続には,汎用ユニット(UDC)によるバ

ス方式を才采用L,効率的なシステムを構成できるようにした｡

などである｡

図10はHIDIC150の構成を,図‖=まHIDIC150の外観をホ

すものである｡

8 結 音

別御用計算機HIDICシリーズは,経わ引隼,†言頼性,処

理性,応答件に主眼を置き,広く制御分野の適用にこたえう

ることを目的として開発したものであI),数多くのユーザー

の経験を反映させていただいた｡本誌_Lを倍りここに深謝の

意を表わす次第である｡

計算制御システムは今後ますます発展し,新しいシステム,

新しい思想が′･ゴミまれ出てくるものと考えられる｡したがって

今後HIDICシリーズをますます充実させるとともに,より

進んだシステムの実現を図るべく努力を重ねていく所存であ

る｡
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